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その愛くるしさから水族館ではもちろん、はぐれて川に迷い込んだりしても愛称で呼ばれる
ほど人気のアザラシ。一時は絶滅危惧種として注目された時期もありましたが、近年の北海
道では、漁業者がアザラシを敵対視しなければならない状況が続いているということです。
その現状と解決案などを、国内で唯一、野生のアザラシを専門的に研究している東京農業
大学アクアバイオ学科の小林万里教授に、ご報告いただきました。

●文： 小林万里（東京農業大学生物産業学部アクアバイオ学科 教授）
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深刻化する

ゼニガタアザラシの漁業被害
～どう管理すべきかを考える～

　皆さんは、北海道で深刻化している
ゼニガタアザラシを取り巻く問題を知って
いますか。それは、ゼニガタアザラシが
サケ定置網に侵入し、サケの頭部や腹
部を食い荒らして売り物にならない状態
にしてしまう「トッカリ食い」という被害を
起こしていることです。その被害を受け
たサケの量が半端じゃないのです。あ
る定置網では漁獲したすべてがトッカリ
食いされていることもしばしばです（写真
1）。また、漁業者はトッカリ食いの被害

だけでなく、アザラシが網の前にいるこ
とでサケが定置網に入って来ないという
見えない被害も指摘しています。さらに
は、サケ定置網以外にもタコの被害も
存在しています。

　なぜ、このような被害が増加している
のでしょうか。被害を軽減するにはどう
したらよいのでしょうか。

ゼニガタアザラシの生活史と
北海道における分布域
　ゼ ニ ガタア ザ ラシ（P. vitulina 
stejnegeri）は北半球全体に分布して
いるハーバーシール（P. vitulina）の太
平洋西部産亜種であり、北海道での
分布は東部の太平洋沿岸に限られ、

南限かつ西限は襟裳岬です。ゼニガタ
アザラシは、人間生活の影響を受けに
くい孤島などの特定岩礁を単に上陸場
として利用するだけでなく、繁殖場とし
て5 ～ 6月に出産・育児、7 ～ 8月は
換毛のために上陸するなど、定住性が
高く周年にわたり同地域に生息していま
す（写真2、図１）。

　北海道東部太平洋岸に9ヵ所、根
室市沖のユルリ島およびモユルリ島、
浜中町内2ヵ所、厚岸町内に大黒島、
尻羽岬など4ヵ所、そして襟裳岬で確
認されています（図2）。このうち襟裳岬
と大黒島が主要な上陸場かつ繁殖場と
なっており、北海道全体の個体数の6.5
割を占めています。

北海道におけるゼニガタアザラシの
個体数の変遷
　1970年以降、毛皮や食肉の利用を
目的とした過度な狩猟や人為的な影響
により、北海道におけるゼニガタアザラ
シの生息数が激減し、1980年代には
約350頭までになったことから、環境省
のレッドデータブックでは絶滅危惧種に
選定されました。その後1990年以降、
アザラシの毛皮代用品の普及や、アザ
ラシ猟や護岸工事などの人為的影響が
減ったことにより、現在では北海道沿岸
での最大上陸確認数は1980年代から
30年間で約3倍の1,089頭となり、個
体数は回復傾向にあります。2012年に
は、環境省のレッドリストにおいて、絶
滅危惧種IB類から絶滅危惧種Ⅱ類へ。
さらに、2015年には、100年後の絶滅
確率が10％未満であることが示され、
準絶滅危惧種へとダウンリストされまし
た。

　北海道本土以外の近隣地域では、
北方四島が本種の大規模生息地とし
て知られており、近年の調査では同様
に計1,500頭を超える上陸個体数が確
認されています。さらに、遺伝子研究
により北海道のゼニガタアザラシは、えり
も個体群と厚岸以東の個体群（以下、

道東個体群）に分けられ、両者の行き
来はほとんどないことが示されています
（図2）。このことは、ゼニガタアザラシ
は行動圏が狭く定着性が高く、特にえり
もで生まれた個体は生涯えりも地域で生
活していることを示しています。道東個
体群は、タグや遺伝子研究によって北
方四島（特に、歯舞群島）と行き来し
ており、厚岸から歯舞群島間に帯状に
生息しています。

個体数増加に伴って漁業被害は
どう変化したか？

　襟裳岬周辺の定置網のアザラシによ
るサケの漁獲量に対する被害割合は、

1984年最大上陸確認個体数が141頭
の時に比べて、最大上陸確認個体数
が593頭になった2011年～ 2014年は
10倍以上になっています。被害範囲は、
1984年は東側の岬の上陸場から一番
近い定置網がほぼ毎日被害がみられる
地域（核地域）に、その近隣の定置網
が数日に1回程度の被害範囲（普通地
域）となっていましたが、2011年～2014
年には岬から3つの定置網が核地域
に、岬から東側15kmの広範囲が普通
地域に、さらに1984 年には記録がな
かった岬の西側の地域と東側でも広尾
漁協が時々地域になり、えりも漁協管内
全域で被害が存在するようになりました。
被害範囲の拡大は明らかです（図3）。

　サケの被害が多い定置網には、
1980年代からアザラシの混獲も見られ
ています。前述した被害範囲の拡大と
同様にアザラシが混獲される範囲も広
がりが見られ、混獲個体数は約10倍に
増加していました（図3）。

　被害範囲とアザラシの移動範囲の変
化は同調しており、移動範囲も拡大し
ていることを示しています。

定置網に被害を及ぼしている個体と
混獲個体の関係

　では、どのような個体が被害を及ぼし
ているのでしょうか。それらを知るため
に、アザラシに音波発信機を装着し（写
真3）、定置網に受信機を設置し、ど
のような個体がいつどこの定置網へやっ
てくるのかを調べました（図4）。その結
果、1歳以上の個体は、夜間に上陸
場から近い特定の定置網へほぼ毎日
やって来る、という規則正しい行動が見
られました。一方、1歳未満の個体は、
時間もバラバラに、立ち寄る定置網も
定まっておらず、来る頻度も1歳以上よ
りも非常に低いことが明らかになりまし
た。これらのことから、1歳以上が定置
網を学習し、定置網に被害を及ぼして
いる個体であり、1歳未満の個体は餌
の探索中に定置網に立ち寄った、ある
いは定置網を学習段階の個体であると
推察されました。

　一方、定置網で混獲され死亡するア
ザラシは、その90％近くが1歳未満で
あり、これらの個体の胃内容からはサケ
は検出されないことが明らかになりまし
た。つまり、混獲個体は、被害を及ぼ
している1 歳以上の学習個体ではない
可能性が示唆されました（被害を及ぼ
す個体≠混獲個体）。これは、未学習
個体の混獲個体が増えても、直接的な
漁業被害の軽減に繋がらないことを示
しています。

定置網の漁業被害を軽減するには？

　定置網での漁業被害を軽減させるた
めには、学習個体を選択的に間引くこ
とが重要です。同時に、網へ近づか
せないための忌避やお仕置き学習や定
置網への入網を阻止する網の改良など
も必要不可欠でしょう。

　実際に、えりも地域においては被害
防除改良網の試行が行われてきまし
た。改良網の構造は、金庫網内にお
けるゼニガタアザラシとサケの分離を目
的とした遮断網を装着したもの、及び
ゼニガタアザラシの入出網時の障害と
なるスリット・格子網（平成26年度は
40×70cm及び40×40cm、平成27年
度は20×40cm及び20×20cmの網目サ
イズ）を装着したものの2種類を試行し、
被害軽減効果を評価しました（図5）。
その結果、遮断網がサケとゼニガタア
ザラシの分離に一定の効果があること、
スリット・格子網により被害が軽減でき
る一方で網目のサイズによっては、サケ
の入網行動への影響が大きいこと等が
明らかになりました。スリット・格子網に
ついては、被害軽減の効果が大きかっ
たため、現在も継続的に使用されてい
ます。

海洋生態系の中のアザラシと
漁業に依存したアザラシ

　ゼニガタアザラシの個体数は増加して
おり、それに伴い上陸場競争や餌競争
が激化していると推察されます。さらに、
地球温暖化の環境変化もそれに拍車を
かけています。永久凍土が溶ければ海
水面が上昇し、それに伴い自然海岸が
減少し上陸場競争をより激化させます。
一方、北海道沿岸での流氷減少は、
水中で育ち、海の中に住む生き物の餌
になる植物（アイスアルジー）の減少に
繋がり、その結果、彼らの餌生物量が
減少し、餌競争をより激化させます。餌
生物量が減少すれば、１個体あたりの
餌量も減ることになり、アザラシの栄養
状態悪化が予測されます。実際にゼニ
ガタアザラシでは、1980年代と比較す
ると2000年代の個体サイズが小型化し
ていることが証明されています。栄養状
態が悪い集団に寄生虫やウイルスなど
の感染症が発症すると、その個体群を
大量死に導く可能性が高まり、急激に
個体群動態が変化することとなります。
もし、ゼニガタアザラシが自然界で生き
ていれば、このサイクルが繰り返される
と予測されます。しかし実際は、個体
数は増加し、漁業との軋轢が深刻化し
ています。アザラシが漁網内の魚に依

存することで、本来の自然界では生き残
れない個体までが生存可能となっている
のです。そのため海洋生態系の環境収
容力以上の個体が存在するようになり、
海洋生態系への変化や破壊を引き起こ
すと推察されます。海洋生態系への変
化や破壊は、さらなる餌生物量の減少
をもたらし、その結果、餌競争がより激
しくなり、さらに漁網へ依存するというサ
イクルを強めることとなります。このサイク
ルを阻止するには、漁網を学習させな
い、あるいは漁網を学習したアザラシの
間引きによる個体数管理が必要です。
そうすることが海洋生態系を健全に維持
することにも繋がると考えます（図6）。

今後どのように管理していくのか？

　ゼニガタアザラシの管理手法が確立
するまでの間、改正鳥獣法上の希少
鳥獣として定めたままとし、襟裳岬周辺
で繁殖する個体群を対象として、2016
年３月、「えりも地域ゼニガタアザラシ特
定希少鳥獣管理計画」が策定されまし
た。この管理計画は、ゼニガタアザラ
シが絶滅危惧種に戻ることがないよう
に、えりも地域におけるゼニガタアザラ
シ個体群と沿岸漁業を含めた地域社
会とが将来にわたって共存できるよう、
環境省が多様な事業主体と連携し、
個体群管理、被害防除対策、モニタ
リング等の手法を確立することを目的と

するものです。具体的な管理目標は、
ゼニガタアザラシの個体数が100年以
内に絶滅する確率が10％未満になるよ
うに維持しながら、毎年算出する捕獲
上限を定めて、漁業被害を軽減させ
るための捕獲を実施すること、被害防
除手法の改良により同時に漁業被害
の軽減を図ることとしています。

　実際には、100年以内に絶滅する
確率は10％未満であることを担保にす
れば、2016年度から2019年度までの
3年間に、現在の個体数の80％まで
は軽減可能であることから、年間100
頭を捕獲上限（混獲個体は除く）と設
定し、計画を実施しています。しかし、
これまで述べてきたように、定置網にお
ける被害を軽減させる必要があること
から、1歳以上の定置網学習個体を
対象として捕獲することが要です。

　そのため、学習個体に目標を定め
た網を設置して、捕獲を試みていると
ころです。

写真1 定置網でのトッカリ食い
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被害範囲　アザラシの混獲範囲⇒アザラシの移動範囲拡大図3
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網を学習し、定置網に被害を及ぼして
いる個体であり、1歳未満の個体は餌
の探索中に定置網に立ち寄った、ある
いは定置網を学習段階の個体であると
推察されました。

　一方、定置網で混獲され死亡するア
ザラシは、その90％近くが1歳未満で
あり、これらの個体の胃内容からはサケ
は検出されないことが明らかになりまし
た。つまり、混獲個体は、被害を及ぼ
している1 歳以上の学習個体ではない
可能性が示唆されました（被害を及ぼ
す個体≠混獲個体）。これは、未学習
個体の混獲個体が増えても、直接的な
漁業被害の軽減に繋がらないことを示
しています。

定置網の漁業被害を軽減するには？

　定置網での漁業被害を軽減させるた
めには、学習個体を選択的に間引くこ
とが重要です。同時に、網へ近づか
せないための忌避やお仕置き学習や定
置網への入網を阻止する網の改良など
も必要不可欠でしょう。

　実際に、えりも地域においては被害
防除改良網の試行が行われてきまし
た。改良網の構造は、金庫網内にお
けるゼニガタアザラシとサケの分離を目
的とした遮断網を装着したもの、及び
ゼニガタアザラシの入出網時の障害と
なるスリット・格子網（平成26年度は
40×70cm及び40×40cm、平成27年
度は20×40cm及び20×20cmの網目サ
イズ）を装着したものの2種類を試行し、
被害軽減効果を評価しました（図5）。
その結果、遮断網がサケとゼニガタア
ザラシの分離に一定の効果があること、
スリット・格子網により被害が軽減でき
る一方で網目のサイズによっては、サケ
の入網行動への影響が大きいこと等が
明らかになりました。スリット・格子網に
ついては、被害軽減の効果が大きかっ
たため、現在も継続的に使用されてい
ます。

海洋生態系の中のアザラシと
漁業に依存したアザラシ

　ゼニガタアザラシの個体数は増加して
おり、それに伴い上陸場競争や餌競争
が激化していると推察されます。さらに、
地球温暖化の環境変化もそれに拍車を
かけています。永久凍土が溶ければ海
水面が上昇し、それに伴い自然海岸が
減少し上陸場競争をより激化させます。
一方、北海道沿岸での流氷減少は、
水中で育ち、海の中に住む生き物の餌
になる植物（アイスアルジー）の減少に
繋がり、その結果、彼らの餌生物量が
減少し、餌競争をより激化させます。餌
生物量が減少すれば、１個体あたりの
餌量も減ることになり、アザラシの栄養
状態悪化が予測されます。実際にゼニ
ガタアザラシでは、1980年代と比較す
ると2000年代の個体サイズが小型化し
ていることが証明されています。栄養状
態が悪い集団に寄生虫やウイルスなど
の感染症が発症すると、その個体群を
大量死に導く可能性が高まり、急激に
個体群動態が変化することとなります。
もし、ゼニガタアザラシが自然界で生き
ていれば、このサイクルが繰り返される
と予測されます。しかし実際は、個体
数は増加し、漁業との軋轢が深刻化し
ています。アザラシが漁網内の魚に依

存することで、本来の自然界では生き残
れない個体までが生存可能となっている
のです。そのため海洋生態系の環境収
容力以上の個体が存在するようになり、
海洋生態系への変化や破壊を引き起こ
すと推察されます。海洋生態系への変
化や破壊は、さらなる餌生物量の減少
をもたらし、その結果、餌競争がより激
しくなり、さらに漁網へ依存するというサ
イクルを強めることとなります。このサイク
ルを阻止するには、漁網を学習させな
い、あるいは漁網を学習したアザラシの
間引きによる個体数管理が必要です。
そうすることが海洋生態系を健全に維持
することにも繋がると考えます（図6）。

今後どのように管理していくのか？

　ゼニガタアザラシの管理手法が確立
するまでの間、改正鳥獣法上の希少
鳥獣として定めたままとし、襟裳岬周辺
で繁殖する個体群を対象として、2016
年３月、「えりも地域ゼニガタアザラシ特
定希少鳥獣管理計画」が策定されまし
た。この管理計画は、ゼニガタアザラ
シが絶滅危惧種に戻ることがないよう
に、えりも地域におけるゼニガタアザラ
シ個体群と沿岸漁業を含めた地域社
会とが将来にわたって共存できるよう、
環境省が多様な事業主体と連携し、
個体群管理、被害防除対策、モニタ
リング等の手法を確立することを目的と

するものです。具体的な管理目標は、
ゼニガタアザラシの個体数が100年以
内に絶滅する確率が10％未満になるよ
うに維持しながら、毎年算出する捕獲
上限を定めて、漁業被害を軽減させ
るための捕獲を実施すること、被害防
除手法の改良により同時に漁業被害
の軽減を図ることとしています。

　実際には、100年以内に絶滅する
確率は10％未満であることを担保にす
れば、2016年度から2019年度までの
3年間に、現在の個体数の80％まで
は軽減可能であることから、年間100
頭を捕獲上限（混獲個体は除く）と設
定し、計画を実施しています。しかし、
これまで述べてきたように、定置網にお
ける被害を軽減させる必要があること
から、1歳以上の定置網学習個体を
対象として捕獲することが要です。

　そのため、学習個体に目標を定め
た網を設置して、捕獲を試みていると
ころです。

図2 北海道におけるゼニガタアザラシの分布と個体群

北海道におけるゼニガタアザラシの上陸場（●）と繁殖場（●）
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図4 超音波テレメトリ―手法のイメージ図

　皆さんは、北海道で深刻化している
ゼニガタアザラシを取り巻く問題を知って
いますか。それは、ゼニガタアザラシが
サケ定置網に侵入し、サケの頭部や腹
部を食い荒らして売り物にならない状態
にしてしまう「トッカリ食い」という被害を
起こしていることです。その被害を受け
たサケの量が半端じゃないのです。あ
る定置網では漁獲したすべてがトッカリ
食いされていることもしばしばです（写真
1）。また、漁業者はトッカリ食いの被害

だけでなく、アザラシが網の前にいるこ
とでサケが定置網に入って来ないという
見えない被害も指摘しています。さらに
は、サケ定置網以外にもタコの被害も
存在しています。

　なぜ、このような被害が増加している
のでしょうか。被害を軽減するにはどう
したらよいのでしょうか。

ゼニガタアザラシの生活史と
北海道における分布域
　ゼ ニ ガタア ザ ラシ（P. vitulina 
stejnegeri）は北半球全体に分布して
いるハーバーシール（P. vitulina）の太
平洋西部産亜種であり、北海道での
分布は東部の太平洋沿岸に限られ、

南限かつ西限は襟裳岬です。ゼニガタ
アザラシは、人間生活の影響を受けに
くい孤島などの特定岩礁を単に上陸場
として利用するだけでなく、繁殖場とし
て5 ～ 6月に出産・育児、7 ～ 8月は
換毛のために上陸するなど、定住性が
高く周年にわたり同地域に生息していま
す（写真2、図１）。

　北海道東部太平洋岸に9ヵ所、根
室市沖のユルリ島およびモユルリ島、
浜中町内2ヵ所、厚岸町内に大黒島、
尻羽岬など4ヵ所、そして襟裳岬で確
認されています（図2）。このうち襟裳岬
と大黒島が主要な上陸場かつ繁殖場と
なっており、北海道全体の個体数の6.5
割を占めています。

北海道におけるゼニガタアザラシの
個体数の変遷
　1970年以降、毛皮や食肉の利用を
目的とした過度な狩猟や人為的な影響
により、北海道におけるゼニガタアザラ
シの生息数が激減し、1980年代には
約350頭までになったことから、環境省
のレッドデータブックでは絶滅危惧種に
選定されました。その後1990年以降、
アザラシの毛皮代用品の普及や、アザ
ラシ猟や護岸工事などの人為的影響が
減ったことにより、現在では北海道沿岸
での最大上陸確認数は1980年代から
30年間で約3倍の1,089頭となり、個
体数は回復傾向にあります。2012年に
は、環境省のレッドリストにおいて、絶
滅危惧種IB類から絶滅危惧種Ⅱ類へ。
さらに、2015年には、100年後の絶滅
確率が10％未満であることが示され、
準絶滅危惧種へとダウンリストされまし
た。

　北海道本土以外の近隣地域では、
北方四島が本種の大規模生息地とし
て知られており、近年の調査では同様
に計1,500頭を超える上陸個体数が確
認されています。さらに、遺伝子研究
により北海道のゼニガタアザラシは、えり
も個体群と厚岸以東の個体群（以下、

道東個体群）に分けられ、両者の行き
来はほとんどないことが示されています
（図2）。このことは、ゼニガタアザラシ
は行動圏が狭く定着性が高く、特にえり
もで生まれた個体は生涯えりも地域で生
活していることを示しています。道東個
体群は、タグや遺伝子研究によって北
方四島（特に、歯舞群島）と行き来し
ており、厚岸から歯舞群島間に帯状に
生息しています。

個体数増加に伴って漁業被害は
どう変化したか？

　襟裳岬周辺の定置網のアザラシによ
るサケの漁獲量に対する被害割合は、

1984年最大上陸確認個体数が141頭
の時に比べて、最大上陸確認個体数
が593頭になった2011年～ 2014年は
10倍以上になっています。被害範囲は、
1984年は東側の岬の上陸場から一番
近い定置網がほぼ毎日被害がみられる
地域（核地域）に、その近隣の定置網
が数日に1回程度の被害範囲（普通地
域）となっていましたが、2011年～2014
年には岬から3つの定置網が核地域
に、岬から東側15kmの広範囲が普通
地域に、さらに1984 年には記録がな
かった岬の西側の地域と東側でも広尾
漁協が時々地域になり、えりも漁協管内
全域で被害が存在するようになりました。
被害範囲の拡大は明らかです（図3）。

　サケの被害が多い定置網には、
1980年代からアザラシの混獲も見られ
ています。前述した被害範囲の拡大と
同様にアザラシが混獲される範囲も広
がりが見られ、混獲個体数は約10倍に
増加していました（図3）。

　被害範囲とアザラシの移動範囲の変
化は同調しており、移動範囲も拡大し
ていることを示しています。

定置網に被害を及ぼしている個体と
混獲個体の関係

　では、どのような個体が被害を及ぼし
ているのでしょうか。それらを知るため
に、アザラシに音波発信機を装着し（写
真3）、定置網に受信機を設置し、ど
のような個体がいつどこの定置網へやっ
てくるのかを調べました（図4）。その結
果、1歳以上の個体は、夜間に上陸
場から近い特定の定置網へほぼ毎日
やって来る、という規則正しい行動が見
られました。一方、1歳未満の個体は、
時間もバラバラに、立ち寄る定置網も
定まっておらず、来る頻度も1歳以上よ
りも非常に低いことが明らかになりまし
た。これらのことから、1歳以上が定置
網を学習し、定置網に被害を及ぼして
いる個体であり、1歳未満の個体は餌
の探索中に定置網に立ち寄った、ある
いは定置網を学習段階の個体であると
推察されました。

　一方、定置網で混獲され死亡するア
ザラシは、その90％近くが1歳未満で
あり、これらの個体の胃内容からはサケ
は検出されないことが明らかになりまし
た。つまり、混獲個体は、被害を及ぼ
している1 歳以上の学習個体ではない
可能性が示唆されました（被害を及ぼ
す個体≠混獲個体）。これは、未学習
個体の混獲個体が増えても、直接的な
漁業被害の軽減に繋がらないことを示
しています。

定置網の漁業被害を軽減するには？

　定置網での漁業被害を軽減させるた
めには、学習個体を選択的に間引くこ
とが重要です。同時に、網へ近づか
せないための忌避やお仕置き学習や定
置網への入網を阻止する網の改良など
も必要不可欠でしょう。

　実際に、えりも地域においては被害
防除改良網の試行が行われてきまし
た。改良網の構造は、金庫網内にお
けるゼニガタアザラシとサケの分離を目
的とした遮断網を装着したもの、及び
ゼニガタアザラシの入出網時の障害と
なるスリット・格子網（平成26年度は
40×70cm及び40×40cm、平成27年
度は20×40cm及び20×20cmの網目サ
イズ）を装着したものの2種類を試行し、
被害軽減効果を評価しました（図5）。
その結果、遮断網がサケとゼニガタア
ザラシの分離に一定の効果があること、
スリット・格子網により被害が軽減でき
る一方で網目のサイズによっては、サケ
の入網行動への影響が大きいこと等が
明らかになりました。スリット・格子網に
ついては、被害軽減の効果が大きかっ
たため、現在も継続的に使用されてい
ます。

海洋生態系の中のアザラシと
漁業に依存したアザラシ

　ゼニガタアザラシの個体数は増加して
おり、それに伴い上陸場競争や餌競争
が激化していると推察されます。さらに、
地球温暖化の環境変化もそれに拍車を
かけています。永久凍土が溶ければ海
水面が上昇し、それに伴い自然海岸が
減少し上陸場競争をより激化させます。
一方、北海道沿岸での流氷減少は、
水中で育ち、海の中に住む生き物の餌
になる植物（アイスアルジー）の減少に
繋がり、その結果、彼らの餌生物量が
減少し、餌競争をより激化させます。餌
生物量が減少すれば、１個体あたりの
餌量も減ることになり、アザラシの栄養
状態悪化が予測されます。実際にゼニ
ガタアザラシでは、1980年代と比較す
ると2000年代の個体サイズが小型化し
ていることが証明されています。栄養状
態が悪い集団に寄生虫やウイルスなど
の感染症が発症すると、その個体群を
大量死に導く可能性が高まり、急激に
個体群動態が変化することとなります。
もし、ゼニガタアザラシが自然界で生き
ていれば、このサイクルが繰り返される
と予測されます。しかし実際は、個体
数は増加し、漁業との軋轢が深刻化し
ています。アザラシが漁網内の魚に依

存することで、本来の自然界では生き残
れない個体までが生存可能となっている
のです。そのため海洋生態系の環境収
容力以上の個体が存在するようになり、
海洋生態系への変化や破壊を引き起こ
すと推察されます。海洋生態系への変
化や破壊は、さらなる餌生物量の減少
をもたらし、その結果、餌競争がより激
しくなり、さらに漁網へ依存するというサ
イクルを強めることとなります。このサイク
ルを阻止するには、漁網を学習させな
い、あるいは漁網を学習したアザラシの
間引きによる個体数管理が必要です。
そうすることが海洋生態系を健全に維持
することにも繋がると考えます（図6）。

今後どのように管理していくのか？

　ゼニガタアザラシの管理手法が確立
するまでの間、改正鳥獣法上の希少
鳥獣として定めたままとし、襟裳岬周辺
で繁殖する個体群を対象として、2016
年３月、「えりも地域ゼニガタアザラシ特
定希少鳥獣管理計画」が策定されまし
た。この管理計画は、ゼニガタアザラ
シが絶滅危惧種に戻ることがないよう
に、えりも地域におけるゼニガタアザラ
シ個体群と沿岸漁業を含めた地域社
会とが将来にわたって共存できるよう、
環境省が多様な事業主体と連携し、
個体群管理、被害防除対策、モニタ
リング等の手法を確立することを目的と

するものです。具体的な管理目標は、
ゼニガタアザラシの個体数が100年以
内に絶滅する確率が10％未満になるよ
うに維持しながら、毎年算出する捕獲
上限を定めて、漁業被害を軽減させ
るための捕獲を実施すること、被害防
除手法の改良により同時に漁業被害
の軽減を図ることとしています。

　実際には、100年以内に絶滅する
確率は10％未満であることを担保にす
れば、2016年度から2019年度までの
3年間に、現在の個体数の80％まで
は軽減可能であることから、年間100
頭を捕獲上限（混獲個体は除く）と設
定し、計画を実施しています。しかし、
これまで述べてきたように、定置網にお
ける被害を軽減させる必要があること
から、1歳以上の定置網学習個体を
対象として捕獲することが要です。

　そのため、学習個体に目標を定め
た網を設置して、捕獲を試みていると
ころです。

写真3 背中に音波発信機を装着した個体
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図5 漁業被害防除改良網模式図

図6 海洋生態系と漁業活動とアザラシの関係図

こばやし・まり

　皆さんは、北海道で深刻化している
ゼニガタアザラシを取り巻く問題を知って
いますか。それは、ゼニガタアザラシが
サケ定置網に侵入し、サケの頭部や腹
部を食い荒らして売り物にならない状態
にしてしまう「トッカリ食い」という被害を
起こしていることです。その被害を受け
たサケの量が半端じゃないのです。あ
る定置網では漁獲したすべてがトッカリ
食いされていることもしばしばです（写真
1）。また、漁業者はトッカリ食いの被害

だけでなく、アザラシが網の前にいるこ
とでサケが定置網に入って来ないという
見えない被害も指摘しています。さらに
は、サケ定置網以外にもタコの被害も
存在しています。

　なぜ、このような被害が増加している
のでしょうか。被害を軽減するにはどう
したらよいのでしょうか。

ゼニガタアザラシの生活史と
北海道における分布域
　ゼ ニ ガタア ザ ラシ（P. vitulina 
stejnegeri）は北半球全体に分布して
いるハーバーシール（P. vitulina）の太
平洋西部産亜種であり、北海道での
分布は東部の太平洋沿岸に限られ、

南限かつ西限は襟裳岬です。ゼニガタ
アザラシは、人間生活の影響を受けに
くい孤島などの特定岩礁を単に上陸場
として利用するだけでなく、繁殖場とし
て5 ～ 6月に出産・育児、7 ～ 8月は
換毛のために上陸するなど、定住性が
高く周年にわたり同地域に生息していま
す（写真2、図１）。

　北海道東部太平洋岸に9ヵ所、根
室市沖のユルリ島およびモユルリ島、
浜中町内2ヵ所、厚岸町内に大黒島、
尻羽岬など4ヵ所、そして襟裳岬で確
認されています（図2）。このうち襟裳岬
と大黒島が主要な上陸場かつ繁殖場と
なっており、北海道全体の個体数の6.5
割を占めています。

北海道におけるゼニガタアザラシの
個体数の変遷
　1970年以降、毛皮や食肉の利用を
目的とした過度な狩猟や人為的な影響
により、北海道におけるゼニガタアザラ
シの生息数が激減し、1980年代には
約350頭までになったことから、環境省
のレッドデータブックでは絶滅危惧種に
選定されました。その後1990年以降、
アザラシの毛皮代用品の普及や、アザ
ラシ猟や護岸工事などの人為的影響が
減ったことにより、現在では北海道沿岸
での最大上陸確認数は1980年代から
30年間で約3倍の1,089頭となり、個
体数は回復傾向にあります。2012年に
は、環境省のレッドリストにおいて、絶
滅危惧種IB類から絶滅危惧種Ⅱ類へ。
さらに、2015年には、100年後の絶滅
確率が10％未満であることが示され、
準絶滅危惧種へとダウンリストされまし
た。

　北海道本土以外の近隣地域では、
北方四島が本種の大規模生息地とし
て知られており、近年の調査では同様
に計1,500頭を超える上陸個体数が確
認されています。さらに、遺伝子研究
により北海道のゼニガタアザラシは、えり
も個体群と厚岸以東の個体群（以下、

道東個体群）に分けられ、両者の行き
来はほとんどないことが示されています
（図2）。このことは、ゼニガタアザラシ
は行動圏が狭く定着性が高く、特にえり
もで生まれた個体は生涯えりも地域で生
活していることを示しています。道東個
体群は、タグや遺伝子研究によって北
方四島（特に、歯舞群島）と行き来し
ており、厚岸から歯舞群島間に帯状に
生息しています。

個体数増加に伴って漁業被害は
どう変化したか？

　襟裳岬周辺の定置網のアザラシによ
るサケの漁獲量に対する被害割合は、

1984年最大上陸確認個体数が141頭
の時に比べて、最大上陸確認個体数
が593頭になった2011年～ 2014年は
10倍以上になっています。被害範囲は、
1984年は東側の岬の上陸場から一番
近い定置網がほぼ毎日被害がみられる
地域（核地域）に、その近隣の定置網
が数日に1回程度の被害範囲（普通地
域）となっていましたが、2011年～2014
年には岬から3つの定置網が核地域
に、岬から東側15kmの広範囲が普通
地域に、さらに1984 年には記録がな
かった岬の西側の地域と東側でも広尾
漁協が時々地域になり、えりも漁協管内
全域で被害が存在するようになりました。
被害範囲の拡大は明らかです（図3）。

　サケの被害が多い定置網には、
1980年代からアザラシの混獲も見られ
ています。前述した被害範囲の拡大と
同様にアザラシが混獲される範囲も広
がりが見られ、混獲個体数は約10倍に
増加していました（図3）。

　被害範囲とアザラシの移動範囲の変
化は同調しており、移動範囲も拡大し
ていることを示しています。

定置網に被害を及ぼしている個体と
混獲個体の関係

　では、どのような個体が被害を及ぼし
ているのでしょうか。それらを知るため
に、アザラシに音波発信機を装着し（写
真3）、定置網に受信機を設置し、ど
のような個体がいつどこの定置網へやっ
てくるのかを調べました（図4）。その結
果、1歳以上の個体は、夜間に上陸
場から近い特定の定置網へほぼ毎日
やって来る、という規則正しい行動が見
られました。一方、1歳未満の個体は、
時間もバラバラに、立ち寄る定置網も
定まっておらず、来る頻度も1歳以上よ
りも非常に低いことが明らかになりまし
た。これらのことから、1歳以上が定置
網を学習し、定置網に被害を及ぼして
いる個体であり、1歳未満の個体は餌
の探索中に定置網に立ち寄った、ある
いは定置網を学習段階の個体であると
推察されました。

　一方、定置網で混獲され死亡するア
ザラシは、その90％近くが1歳未満で
あり、これらの個体の胃内容からはサケ
は検出されないことが明らかになりまし
た。つまり、混獲個体は、被害を及ぼ
している1 歳以上の学習個体ではない
可能性が示唆されました（被害を及ぼ
す個体≠混獲個体）。これは、未学習
個体の混獲個体が増えても、直接的な
漁業被害の軽減に繋がらないことを示
しています。

定置網の漁業被害を軽減するには？

　定置網での漁業被害を軽減させるた
めには、学習個体を選択的に間引くこ
とが重要です。同時に、網へ近づか
せないための忌避やお仕置き学習や定
置網への入網を阻止する網の改良など
も必要不可欠でしょう。

　実際に、えりも地域においては被害
防除改良網の試行が行われてきまし
た。改良網の構造は、金庫網内にお
けるゼニガタアザラシとサケの分離を目
的とした遮断網を装着したもの、及び
ゼニガタアザラシの入出網時の障害と
なるスリット・格子網（平成26年度は
40×70cm及び40×40cm、平成27年
度は20×40cm及び20×20cmの網目サ
イズ）を装着したものの2種類を試行し、
被害軽減効果を評価しました（図5）。
その結果、遮断網がサケとゼニガタア
ザラシの分離に一定の効果があること、
スリット・格子網により被害が軽減でき
る一方で網目のサイズによっては、サケ
の入網行動への影響が大きいこと等が
明らかになりました。スリット・格子網に
ついては、被害軽減の効果が大きかっ
たため、現在も継続的に使用されてい
ます。

海洋生態系の中のアザラシと
漁業に依存したアザラシ

　ゼニガタアザラシの個体数は増加して
おり、それに伴い上陸場競争や餌競争
が激化していると推察されます。さらに、
地球温暖化の環境変化もそれに拍車を
かけています。永久凍土が溶ければ海
水面が上昇し、それに伴い自然海岸が
減少し上陸場競争をより激化させます。
一方、北海道沿岸での流氷減少は、
水中で育ち、海の中に住む生き物の餌
になる植物（アイスアルジー）の減少に
繋がり、その結果、彼らの餌生物量が
減少し、餌競争をより激化させます。餌
生物量が減少すれば、１個体あたりの
餌量も減ることになり、アザラシの栄養
状態悪化が予測されます。実際にゼニ
ガタアザラシでは、1980年代と比較す
ると2000年代の個体サイズが小型化し
ていることが証明されています。栄養状
態が悪い集団に寄生虫やウイルスなど
の感染症が発症すると、その個体群を
大量死に導く可能性が高まり、急激に
個体群動態が変化することとなります。
もし、ゼニガタアザラシが自然界で生き
ていれば、このサイクルが繰り返される
と予測されます。しかし実際は、個体
数は増加し、漁業との軋轢が深刻化し
ています。アザラシが漁網内の魚に依

存することで、本来の自然界では生き残
れない個体までが生存可能となっている
のです。そのため海洋生態系の環境収
容力以上の個体が存在するようになり、
海洋生態系への変化や破壊を引き起こ
すと推察されます。海洋生態系への変
化や破壊は、さらなる餌生物量の減少
をもたらし、その結果、餌競争がより激
しくなり、さらに漁網へ依存するというサ
イクルを強めることとなります。このサイク
ルを阻止するには、漁網を学習させな
い、あるいは漁網を学習したアザラシの
間引きによる個体数管理が必要です。
そうすることが海洋生態系を健全に維持
することにも繋がると考えます（図6）。

今後どのように管理していくのか？

　ゼニガタアザラシの管理手法が確立
するまでの間、改正鳥獣法上の希少
鳥獣として定めたままとし、襟裳岬周辺
で繁殖する個体群を対象として、2016
年３月、「えりも地域ゼニガタアザラシ特
定希少鳥獣管理計画」が策定されまし
た。この管理計画は、ゼニガタアザラ
シが絶滅危惧種に戻ることがないよう
に、えりも地域におけるゼニガタアザラ
シ個体群と沿岸漁業を含めた地域社
会とが将来にわたって共存できるよう、
環境省が多様な事業主体と連携し、
個体群管理、被害防除対策、モニタ
リング等の手法を確立することを目的と

するものです。具体的な管理目標は、
ゼニガタアザラシの個体数が100年以
内に絶滅する確率が10％未満になるよ
うに維持しながら、毎年算出する捕獲
上限を定めて、漁業被害を軽減させ
るための捕獲を実施すること、被害防
除手法の改良により同時に漁業被害
の軽減を図ることとしています。

　実際には、100年以内に絶滅する
確率は10％未満であることを担保にす
れば、2016年度から2019年度までの
3年間に、現在の個体数の80％まで
は軽減可能であることから、年間100
頭を捕獲上限（混獲個体は除く）と設
定し、計画を実施しています。しかし、
これまで述べてきたように、定置網にお
ける被害を軽減させる必要があること
から、1歳以上の定置網学習個体を
対象として捕獲することが要です。

　そのため、学習個体に目標を定め
た網を設置して、捕獲を試みていると
ころです。
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